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木造建築物の耐久設計を評価するための支援技術ｰ1

１．はじめに

日本住宅性能表示基準（平成13 年国交告第1346 号）

に従って表示すべき住宅の性能に関する評価の方法の
基準を検討する際に参考

建設省総合技術開発プロジェクト
「建築物の耐久性向上技術の開発」

（昭和55～59年度に産学官により実施）
成果活用

①プロジェクトの木造建築物に関する成果は図書「木造建築物の耐久性向上技術」に集約

②同図書の出版後20年以上の歳月が経過

③木造建築物の工法や仕様も20年前とは大きく異なってきている

④独立行政法人建築研究所：個別重点研究課題「建築物の長期使用に対応した材料・部材の品質
確保・維持保全手法の開発」（平成21～22年度）を実施

⑤同課題の中で同図書の中の「木造建築物の耐久設計指針・同解説」を改訂するための検討を実施

⑥耐久設計法を改訂する一環として、木造建築物の耐久性評価支援ツールを試作

１．木造建築物の耐久性に関する過去に実施された大きなプロジェクト

２．建築研究所によるフォーローアップ

２．木造建築物の耐久性評価支援ツールの構成

 
計算 

①建設地の劣化外力
②使用材料の耐朽性
③工法上の対策
④仕上・防水による

躯体保護効果
⑤施工管理の程度
⑥維持管理の程度

を設定する

建物各部を構成する
構造躯体の相対的な
劣化のしにくさを表
示し、建物の長寿命
化に資する対策を検
討するための材料を
提供する
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 建物の耐久設計に対する評価 

Ａ 建物の建設地の設定 

Ｂ 建物各部の部位区分の設定

Ｃ 使用材料の種類の設定 

Ｄ 建物の各部の工法の設定 

設定項目 
１ 建物の建設地をアメダス測定地

点リストから選択し設定 

２ 建設地に応じた木材腐朽と蟻害
に対する劣化外力を取得 

１ 建物を構成する壁・床・屋根につ
いて部位区分を設定 

２ 部位区分に応じた劣化外力を取
得 

入力により設定する内容 

１ 壁・床・屋根の躯体に使用する木
材・木質材料を設定 

２ 木材・木質材料に応じた耐腐朽性
レベルを取得 

１ 建物各部の工法（基礎高、壁通気
の有無など）を入力 

２ 工法に応じた劣化対策レベルを
取得 

 建物の耐久設計を維持する取り組みに対する評価

Ｅ 施工管理水準の設定 １ 設定した施工管理項目について
漏れなく施工管理が行われてい
るかどうかを設定 

２ 施工管理の程度に応じて、設計が
実現されるレベルを所得 

Ｇ 維持管理水準の設定 １ 各維持管理項目について漏れな
く維持管理が行われているかど
うかを設定 

２ 維持管理の程度に応じて、初期性
能の継続レベルを取得 

Ｆ 躯体の保護効果の設定 １ 仕上げ材の仕様を設定 

２ 仕上げ材の施工状況を設定 

３ 仕上げ材の仕様と施工状況に応
じて躯体保護レベルを取得 
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３．耐久性評価支援ツールの入力と出力

① 建物の建設地点（地名）を入力する画面

② グリッド上に壁・床・屋根を設置する画面

③ 部位区分、木材・木質材料の設定

各階の壁、床、屋根
について部位区分
を選択する。

各階の壁、床、屋根
について部位区分
を選択する。

④ 工法、躯体保護、施工管理、維持保全の設定

躯体に使用する木材・木質材料
の種類を設定する。
防腐処理の有無を選択する。

躯体に使用する木材・木質材料
の種類を設定する。
防腐処理の有無を選択する。

壁をグリッド上に配置した例壁をグリッド上に配置した例

グリッド上に壁・床・屋根を配置する。グリッド上に壁・床・屋根を配置する。

床をグリッド上に配置した例床をグリッド上に配置した例

アメダスの観測地点（約900地点）から選択する。
選択した地点の劣化外力を取得する。

アメダスの観測地点（約900地点）から選択する。
選択した地点の劣化外力を取得する。

耐久性向上のための対策に関する各項目を
選択するとチェックリストが表示される。
耐久性向上のための対策に関する各項目を
選択するとチェックリストが表示される。

⑤ 躯体保護効果を高めるためのチェックリスト

⑥ 計算結果の出力

計算結果が色分けして表示される。計算結果が色分けして表示される。躯体の劣化し難さが部位ごとに色分けして表示される。躯体の劣化し難さが部位ごとに色分けして表示される。

確認している項目
にチェックを付ける
確認している項目
にチェックを付ける 個々の項目について解説を表示個々の項目について解説を表示


